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1. 資源循環に係る業界の主な取組み（歩み）
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フェーズⅠ
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フェーズX
2022～2030

～
2050

1991
～

循環経済（CE:サーキュラー
エコノミー型）社会構造への
変革に向けた更なる施策推進

• 業界CE戦略の検討

• エコデザイン/循環デザイン指標

• リサイクル技術高度化

• 水平リサイクル（マテリアルリサイ
クル）再生材利用促進

• 環境配慮設計IEC/ISO国際
規格開発（JIS規格発行）

• 製品含有化学物質サプライ
チェーン情報伝達IEC国際規格
開発（chemSHERPAアーティ
クルマネジメント開発へ貢献）

• LCA評価製品カテゴリールール
開発、算定ルール開発

• 電機・電子業界「プラスチック」
資源循環、海洋プラごみ対応
取組目標

• 家電リサイクル法施行、
メーカーによる再資源化等の
取組み開始→本格化

• ３R対応「環境配慮設計」の
推進

• ライフサイクルアセスメント
（LCA）評価手法開発

• J-Moss「電気・電子機器の
特定化学物質含有表表示」

家電

PC等

オフィス
機器

第1次循環型社会形成推進基本計画（2003）

- 業界ビジョンの検討
- 資源循環価値KPIの検討

- 耐久性・信頼性
- アップグレード、
修理可能性

- リサイクル、再生材
- 環境フットプリント

電気電子機器
国際標準化

...etc

第2次計画（2008） 第3次計画（2013） 第4次計画（2018)

https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221220001/20221220001.html
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/env/02_LCA_tools/index.html
http://jema-net.or.jp/Japanese/env/plastic.html
https://home.jeita.or.jp/eps/epsJmoss.html


■家電リサイクル法
・再商品化（法定基準）

...PCリサイクル、二次電池回収 他 2

資材調達 設計/製造 使用

■組織（マネジメント・ガバナンス）
・IEC 62430 / JIS Q 62430 環境配慮設計国際規格/JIS

■製品アセスメント：業界（製品別）アセスメントマニュアル/ガイダンス
・家電製品（AEHA）
・照明（JLMA）
・PC（JEITA）
・情報端末（JEITA,CIAJ）
・複写機/複合機（JBMIA）

...etc

再資源化 等
■含有化学物質
グローバルサプライチェーン
情報伝達
・IEC 62474
■特定化学物質含有
表示制度
・J-Moss
（JIS 0950）

再生材利用
●市場からの調達：自らコントロール・プレコンシューマ材

■経団連循環型社会形成自主行動計画
（電機・電子業界「定量目標」）
・産業廃棄物最終処分量削減目標
・最終処分率目標

再生材利用
●製品由来：自らコントロール・ポストコンシューマ材（クローズドループ・自己循環）

2. 資源循環に係る業界の主な取組み（俯瞰）

動脈：環境配慮設計（３R設計）

製品ライフサイクル環境負荷低減：設計指針
・省資源化 ・省エネ
・長寿命化・アップグレード性・耐久性
・有害物質削減（グリーン調達）
・リサイクル性 ・分解容易性 ・再生材利用
・梱包材の省資源化 ・LCA ...etc

使用済製品回収・リサイクル

■リサイクル高度化（リサイクル促進）
・JIS C 9911 電気電子機器の資源再利用指標などの
算定及び表示の方法
*“自らコントロール”ポスト/プレコンシューマ再生材定義、
再生材利用指標
・JIS C 9912 電気・電子機器のプラスチック部品の識別
及び表示
*リサイクルプラントでの分別・解体、再資源化をサポート
するプラスチック部品への材料種別、難燃剤含有有無等
の表示

静脈：家電製品等リサイクル

鉄、銅、アルミニウム、ガラス又はプラスチック等
再商品化できた量／処理する廃家電4品目の重量

リファービッシュ 等

樹脂高純度化

Nd磁石回収
...etc

令和4年度
引取台数:
廃家電4品目
約1,495 万台

再商品化率（実績） 令和３年度令和４年度 法定基準

エアコン 92% 94% 80%

ブラウン管式テレビ 72% 72% 55%

液晶・プラズマ式テレビ 85% 85% 74%

冷蔵庫・冷凍庫 81% 80% 70%

洗濯機・衣類乾燥機 92% 92% 82%
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サプライチェーン環境情報（データ）流通統合化へ対応（含有化学物質、カーボンフットプリント（CO2e）・資源循環）

●サプライチェーンCFPデータ

GX DX

3. グローバル・バリューチェーングリーン化の国際ルールづくり（IEC TC111）



4

電気・電子製品分野の環境配慮JIS 対象

組織
（製品・
サービス）

JIS Q 62430:2022 環境配慮設計―原則，要求事項及び手引
（IEC 62430 Ed.2.0 Environmentally conscious design (ECD) - Principles, 
requirements and guidance）をJIS化

あらゆる組織・業種、製品・サービス
企業等が環境配慮設計を経営に取り込み、
市場に提供する製品やサービスで実践する
「ガバナンス」向上に利用

製品 JIS C 9911:2014 電気・電子機器の資源再利用指標などの算定及び表示の
方法
自らが資源循環利用をコントロール
-プレコンシューマ/ポストコンシューマ再生材の定義
・資源再利用指標[(資源再利用質量/算定単位の全質量)X 100]
プレコンシューマ/ポストコンシューマプラスチック資源再利用率指標
プレコンシューマ/ポストコンシューマ金属資源再利用率指標

家電リサイクル法対象機器

注記）適用範囲以外の機器について、
この規格を適用することを妨げない

JIS C 9912:2014 電気・電子機器のプラスチック部品の識別及び表示
・プラスチック再生材料の含有表示記号、含有率表示
（難燃剤を含有しない場合の記号、表示）
・質量100 g以上のプラスチック部品
（25 g以上で100 g未満のプラスチック部品についても表示が望ましい）

電気・電子機器のプラスチック部品、但し事務
機器及び情報・通信機器は適用範囲から除く

注記）適用範囲以外の機器について、
この規格を適用することを妨げない

環境配慮設計，ECD
製品のライフサイクル全体を通し、
環境負荷の低減を目的として、設計及
び開発において環境側面を考慮する
ための体系的アプローチ

4-1. 環境配慮設計（エコデザイン）の取組みとルールづくり

＞ABS＜ FR0

＞PP(REC30)＜ CR

https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+Q+62430%3A2022
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+C+9911%3A2014
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+C+9912%3A2014
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■バリューチェーンのグリーン化を促進（⇒ISO/IECダブルロゴ規格開発とJIS化）
■環境経営への環境配慮設計の仕組みを導入（⇒サステナビリティ・ガバナンス）

IEC TC 111がリードするISO/TC 207との共同WG（JWG ECD）

– 日本提案・国際主査により、ダブルロゴ規格として，環境配慮設計の
国際規格IEC 62430 Ed.2.0 :2019 - Environmentally 
conscious design (ECD) — Principles, requirements and 
guidanceを発行

– 欧州規格EN 62430：2019としても発行

ISO

TC207

IEC 

TC111

ISO/IEC double logo standard

環境分野では初めての
ダブルロゴ規格IEC TC 111：2009年に電気電子機器を対象とした環境配慮設計規格（IEC 62430 Ed.1.0）を発行；

4-2. 環境配慮設計（エコデザイン）規格開発の趣旨

 業種を問わずあらゆる組織、またそれら組織が開発・設計する製品、さらに市場へ提供するサービスについて、その環境配慮設計を
導入するための原則、要求事項・ガイダンス

– シェアリングサービスの普及、モノを所有する社会から必要なときだけ利用する社会への移行など、電機・電子産業だけでなく
様々な業種が「自らの事業を行う中で異業種との連携・協業は必須」となり、産業構造そのものも大きく変化

 国連「持続可能な開発目標（SDGs）」は、様々な社会課題に対して政府（地方自治体を含む行政）・企業・非政府組織
（NGO）及び非営利組織（NPO）の市民活動など「あらゆる組織が連携・協働して解決」することを求め、社会全体を持続可
能な方向へ導くことの重要性を問いかけ

– 環境問題への対応も、いわゆる“事業者（企業）”だけでなく何らかの製品及びサービスの提供を行う活動を営む全ての者、
即ち、あらゆる“組織”の活動が対象となり、また、その連携・協働による解決が求められることから、「環境配慮設計も組織内
だけでなく“バリューチェーン”の中で関係者による原則及び要求事項の共通理解が必要」

 ISO 14001 Environmental management systems（JIS Q 14001）の2015年改訂以降，様々な業種・事業でも
環境配慮設計の促進に係る規格開発のニーズが言及される

この規格に基づく「適合性」主張
●企業活動としての環境価値
（ガバナンス）向上につなげていく

IECQ（Eco-Design）
認証制度）

https://www.iso.org/standard/79064.html
https://landingpage.bsigroup.com/LandingPage/Standard?UPI=000000000030351252
https://www.iecq.org/circular-economy/eco-design
https://www.iecq.org/circular-economy/eco-design
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●IEC 62430 e.d.2.0/JIS C 62430の内容
序文
箇条1 適用範囲：あらゆる組織（業種）の製品・サービスへの適用
箇条2 引用規格
箇条3 用語及び定義
箇条4 環境配慮設計の原則
4.1 一般
4.2 ライフサイクル思考（LCT）
4.3 組織の方針としての環境配慮設計
箇条5 環境配慮設計の要求事項
5.1 一般
5.2 ステークホルダーの環境要求事項の分析
5.3 環境側面の特定及び評価
5.4 環境配慮設計の設計及び開発への

組込み
5.5 環境配慮設計のレビュー
5.6 情報交換

箇条6 環境配慮設計実施のための手引
6.1 一般
6.2 ステークホルダーの環境要求事項の分析
6.3 環境側面の特定及び評価
6.4 環境配慮設計の設計及び開発への

組込み
6.5 レビュー
6.6 情報交換

附属書A（参考）
環境配慮設計の適用例

この規格は，全ての種類の製品（物品，
サービス又はその組合せ）を対象として，
その設計及び開発に適用することが可能
附属書A：実際の適用例を記載

附属書B（参考）
環境配慮設計手法及びツールの選択

●環境配慮設計の実施におけるツール及び
その選択に関する手引を記載

参考文献

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境配慮設計の設計 

及び開発への組込み 

環境側面及び対応する環境影響 

の特定及び評価 

関連するステークホルダーの要求事項 

の特定及び分析 環
境
配
慮
設
計
の
要
求
事
項

原
則

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

組織は、自身が環境配慮設計を実施する中で「バリューチェーン上の関連する様々な
ステークホルダー（調達先，顧客・ユーザーなど）との情報共有」によって、ライフサイ
クル思考とそれに基づく環境負荷低減とを実現することが可能。

環境配慮設計の一環として、組織は「環境目標の達成」のために、バリューチェーン内
の関連するステークホルダーとの情報交換を実施しなければならない（バリューチェーン
からの情報が入手不可能な場合、必要な情報を取得するために他の手段を講じなけ
ればならない）。

業種を問わずあらゆる組織、製品・サービスに、環境配慮設計を適用

ライフサイクルを通じての環境配慮（調達、設計、製造、使用、リユース・リサイクル等）
について、製品とサービスの違いを踏まえて、各々の場合の環境側面の特定や考え方等
を明示

4-3. 環境配慮設計（エコデザイン）規格の構成
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IEC 62430/JIS Q 62430
組織・グループのECD 実施プロセス

製品A固有の環境側面評価・設計改善マニュアル

製品...X

サービス...X事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
応
じ
て
体
系
化

3R等評価
KPI

4-4. 環境配慮設計（エコデザイン）取組みの体系化 例

例）家電製品「家電製品アセスメントマニュアル」（AEHA）

指針 ①減量化
②包装の
簡素化

③長期使用
化・長寿命化

④再使用が容易な
部品の使用、部品の

再使用

⑤単一素
材化等

⑥分解・
分別の
容易化

⑦収集・
運搬の
容易化

⑧破砕・
焼却の
容易化

製品 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

包装材 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇

上段：プラスチック資源循環促進法「プラ使用製品設計指針」との関連：

指針
①プラスチック以外の
素材への代替

②再生利用が容易
な材料の使用

③再生プラスチックの利用 ④バイオプラスチックの利用

製品 〇 〇

包装材 〇 〇 〇

＊耐久消費財なので、
再資源化、再使用等

をメインに対応

＊現時点、耐久消費財である家電への
バイオプラ利用は、材料特性上の課題有

適用可能な部分から検討・対応

指針 製品のライフサイクル評価
情報発信及び体制

の整備
関係者との連携

製品 〇 〇

包装材 〇 〇

＊例）家電リサイクル法では、
消費者、小売事業者、

メーカー（リサイクルプラント）等の
役割のシェアが明確化

https://aeha.or.jp/environment/pdf/PAM5S_ALL.pdf
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エコデザイン指令*

Plastic
Design for 
Recycling

CEN/CENELEC JTC 10

（幹事：オランダ規格協会）

5-1. 環境配慮設計（エコデザイン）と基準認証制度

法制度

ESPR

*エコデザイン指令（Energy related products：ERP指令）：ESPRは現ErP指令の適用スコープや要求内容を拡大

欧州標準化機関

法的要求事項に対する整合規格を開発
(Harmonized standard)

現エコデザイン指令;
●企業組織のマネジメント要求
（ガバナンス要求）
●エコデザイン基準達成の要求
（M/543）今後、ESPRにも
整合規格適用が検討されていく

DPP
CEN/CENELEC JTC 24

（幹事：ドイツ規格協会）
●DPP system（識別子、
データセキュリティー、相互運用
性等プラットフォームの標準化を
検討

適
合
性
評
価
（

C
o
n
fo

rm
it
y
 A

s
se

ss
m

e
n
t）

欧州委員会から標準化機関に複数の規格開発の要請（M/584）

欧州域外
日本標準化機関

●要請の１つ：電気電子機器に使用されるプラスチックリサイクリング
CENELEC TC111Xで検討

ISOやIEC等の
各TC国内委員会

IEC TC111
国内委員会
*オブザーバ参加

※様々業界に
関連する横断的
テーマでもあり、
対応は課題

IEC/EN 62430
企業の環境情報開示
（Disclosure）
における「ガバナンス」
説明にも適用が期待
できる
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TC111 (Under discussion for 
development IEC standard) 

TC111/WG18 (on going for 
development IEC standard) 

*TC59（Home appliances）(also Under discussion 
for development IEC standard - durability/reliability test 
methods regarding Large home appliances, e.g. Washing 
machine) 

IEC TC 111（議長国：日本）

TC111 (Under discussion for 
development IEC standard) 

TC111/WG5 (IEC 63333発行予定）

電気・電子機器、システムの環境

欧州標準（EN規格） CEN/CENELEC JTC10

General methods…
EN 4555Xシリーズ規格

エコデザイン指令
ESPR「CE/資源効率要求
事項」への適用（整合規格）EN（欧州）規格も鑑み、IEC規格化の必要性を検討

*適宜、IEC規格化を検討

●上記の他、TC111/WG20では、Guidance on material circularity considerations in environmentally conscious design規格を開発中
●また、ISO TC323 Circular economyとのリエゾン（環境配慮設計、循環設計の両立、整合を検討）

5-2. 資源効率評価（IEC TC111の検討）

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2RC2U9C2CVakmYA.z2DTwx.;_ylu=X3oDMTFsNTFybXF2BHBhdHQDZ2dsBHBvcwMxBHByb3ADZ2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=1358sb1j1/EXP=1512530434/**https:/search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&gdr=1&p=IEC+logo
https://www.iec.ch/dyn/www/f?p=103:7:0::::FSP_ORG_ID,FSP_LANG_ID:1314,25
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家電リサイクルに基づく機器事業者のマテリアルリサイクル/再生材利用の取組みを評価
再生材利用に係る「質」の向上：”特に難しいプラスチック“について、自らが資源循環利用をコントロールに挑戦

＜製品メーカー：例）家電＞
家電リサイクル法対象機器

( 同系統群)

＜家電リサイクルプラント＞

◆回収部品
例；洗濯機水槽
冷蔵庫野菜ｹｰｽ

自らが資源循環利用を
コントロール

各社独自技術を駆使し、
プラスチックメーカーとも協力
（コンパウンド）

■環境配慮設計の進展

（長期使用、易解体性、素材統一化等）

■プラスチック部品への材質表示

>ABS<

>PP< R

>PS< FR0 

素材統一，プラスチック材質表示

例；洗濯機の水槽材料（PP）を、
自社製品のみでなく、他社製品からも回収し、
プラスチックメーカーの協力を得て（自らが資
源循環利用をコントロール）、再生材料として
活用。

消費者

◆材質毎に再生

プラスチック

ペレット化

 

 

ポスト
コンシューマ
材料

（クローズド
リサイクル）

調達

6-1. マテリアルリサイクルと再生材利用①

再生材を利用できる状態に。。。

プレ
コンシューマ
材料

JIS C 9912
CR:クローズド
リサイクル

他業種（建築・土木資材、
自動車等）にも展開
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プラスチック再生材料の定義（考え方）
JIS C 9911：再生材料利用の高度化として“自ら資源循環利用をコントロール”している状態を定義

DR

（REC）

CR

プラスチック再生材
(プレ/又はポストコンシューマ材)

Material Design for Recycling
自らが資源循環利用をコントロールしているプラスチック再生材（プレ/又はポストコンシューマ材）

Closed-loop Recycling
クローズドリサイクル材料（自らが資源循環利用をコントロールしているプラスチック再生材料の中で、
特に、電気・電子機器分野の組織・団体が管理するリサイクルプラントを経由し、回収されるポストコンシューマ材料）

6-2. マテリアルリサイクルと再生材利用②

材料・部品

技術課題
を予測 Z

Y

X

現時点

特性変化
を把握

現在
回収

現在
設計

将来

10年前に設計（第一世代）

a) 1)

機器Aの要件を基に，機器Aの材料・部品

の要求特性（強度，耐久性，材料等級，
材料組成など）を理解する。

a) 2)

機器Aに使用された材料の組成劣化状況

並びに部品の特性劣化状況及び品質低下
度合いを把握する。

c) 

機器Bの設計時に，材料・部品を繰返し（機器Cを想定）マテリアルリサイクル又は

再使用（リユース）することを考慮して，自ら主体的に仕様を要求・決定する。
そして，購買仕様書・購買規定などを基に，図面にマテリアルリサイクルする材料又
は再使用（リユース）する部品を特定した品番を記載し，指示する。

材料・部品

材料・部品
機器

B

材料・部品
機器

C

材料・部
品の特性
変化

再生材
料・部品
再利用

材料・部
品の特性
変化

b) 1)

一般に市販されるなど，再生材料含有率
が明示されている再生材料又は再生部品
を利用するとき，その種類や現状特性を
把握する。
b) 2)

b) 1)を踏まえて，利用しようとする機器B

が要求する寿命と品質を満たすものを
選択する。

機器
A

機器
A

JIS C 9911
図A.1－自らが資源循環利用をコントロールしている状態

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/ha/eco/s02_02.html

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/ha/eco/s02_02.html
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プラスチック再生材料の定義（考え方）
JIS C 9911：再生材料利用の高度化として“自ら資源循環利用をコントロール”している状態を定義

●耐久消費財：
十数年前に製造、使用済製品
の含有化学物質が、直近に
なって規制されるケース
（e.g.特定臭素系難燃剤）

プラスチック再資源化
→ 再生材利用時の課題

6-3. マテリアルリサイクルと再生材利用③

JIS C 9911 表A.1－自らが資源循環利用をコントロールしている状態の確認項目（例）

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/ha/eco/s02_02.html

https://www.jema-net.or.jp/Japanese/ha/eco/s02_02.html
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●基準認証等の観点
- 各業界等においても、各々の業種・製品分野での環境配慮設計、資源循環等のルール作成、
標準化（国内・国際）が検討されていると思う。他方、欧州CE政策では、現在、ESPRやプラスチック
リサイクル等について法規制の整合規格も分野横断且つ広範な検討がなされているところ。
→我が国でも、CE分野に関してISO/TC323（サーキュラーエコノミー）対応を中核としつつ、
各業界が直接対応するCE関連標準化対応との政策的な連携、支援などの体制構築に期待。

●再生材利用の観点
- 「再生材」は、製品・機器等が求められる機能や品質に応じて、利用できる「質」や「物量」の目論見
も異なる。また、その由来や出自も異なる中で、どのような再生材を何に利用していくのか、スコープと
対象を明確にした丁寧な検討が望まれる。
(現時点、特に樹脂の場合は質・量的ともに需給に安定的な予見が得られる成熟度がないので、
静脈側の対応を進展させる間、動脈側の環境配慮設計では「Ability（設計上の可能性）」を
前提としつつ対応の深化を検討していく必要がある）。
→現状、各種リサイクル法制度の動向、静脈側の技術開発・データ・トレサビリティの予見も明確に
つつ、その進展とリンクした検討（将来的なロードマップ策定）が必要と考える。

7. 資源循環経済小委員会での検討へのコメント
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参考
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家電リサイクル：家電４品目 再商品化重量の内訳 出典：リサイクルデータブック2023

https://www.cjc.or.jp/data/pdf
/book2023.pdf

一般社団法人産業環境管理協会

https://www.cjc.or.jp/data/pdf/book2023.pdf
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欧州サーキュラーエコノミー政策：エコデザイン規則（ESPR）法制化スケジュールのフォロー

エコデザイン規則
（ESPR）

＋
DPP

2020 2021 2022 2023 2024
2025
以降

現行ErP（エコデザイン指令：2009/125/EC）

準備study
Ecodesign/Energy Labelling
Working Plan 2022-2024

（委任法による対応）

欧州委員会
新たなエコデザイン規則（ESPR）提案

欧州理事会ポジション
●2023年5月22日
欧州議会ポジション
●2023年7月12日

*ESPRと並行して
消費者保護法の改正（Directive on empowering consumers for the green transition）
＊＊
消費者保護法改正と関連して、
■持続可能な環境訴求「グリーンクレーム指令」
■商品の修理を促進する共通規則に関する指令「Right to Repair」

（さらに）
■包装・包装廃棄物指令改正
■Critical Raw Materials Act ...etc

（委任法による対応）

欧州電池規則
*2023年7月28日官報公示（8/18（20日後）に施行）

Trilogue
政治合意
2023年
12月4日

官
報
公
示

ESPR：
最初の製品別
委任法
2025～

＋
DPP/
バッテリー
パスポート
運用
（2026～）
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１．エコデザイン規則（ESPR：優先製品、横断的要求[耐久性・再生材利用等]に関する協議）
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13682-New-product-priorities-for-Ecodesign-for-Sustainable-
Products_en
●電機・電子業界意見提出（2023/5/12)
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13682-New-product-priorities-for-Ecodesign-for-Sustainable-
Products/F3415636_en

２．包装・包装廃棄物指令改正案
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12263-Reducing-packaging-waste-review-of-rules_en
●電機・電子業界意見提出（2023/4/12)
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12263-Reducing-packaging-waste-review-of-
rules/F3405938_en

３．商品の修理を促進する共通規則に関する指令案
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13150-Sustainable-consumption-of-goods-promoting-repair-
and-reuse_en
●電機・電子業界意見提出（2023/5/26)
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13150-Sustainable-consumption-of-goods-promoting-repair-
and-reuse/F3423011_en

４．持続可能な環境訴求「グリーンクレーム指令案」
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12511-Environmental-performance-of-products-businesses-
substantiating-claims_en
●電機・電子業界意見提出（2023/7/21)
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12511-Environmental-performance-of-products-businesses-
substantiating-claims/F3430815_en

欧州サーキュラーエコノミー政策への業界ポジション・意見提出

https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13682-New-product-priorities-for-Ecodesign-for-Sustainable-Products_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13682-New-product-priorities-for-Ecodesign-for-Sustainable-Products/F3415636_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12263-Reducing-packaging-waste-review-of-rules_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12263-Reducing-packaging-waste-review-of-rules/F3405938_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13150-Sustainable-consumption-of-goods-promoting-repair-and-reuse_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13150-Sustainable-consumption-of-goods-promoting-repair-and-reuse/F3423011_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12511-Environmental-performance-of-products-businesses-substantiating-claims_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/12511-Environmental-performance-of-products-businesses-substantiating-claims/F3430815_en

